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新庁舎建設　　　億円の増額
市民の暮らしが大変なとき、国保税は値上げするのに…

にはさらに
　

12
月
議
会
で
は
、
一
人
あ
た
り
６
０
０
０

円
の
国
保
税
の
値
上
げ
の
一
方
で
、
新
庁
舎

建
設
の
契
約
を
約
１
億
円
引
き
上
げ
る
議
案

が
日
本
共
産
党
以
外
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
新
庁
舎
本
体
工
事
は
総
額

１
２
３
億
４
千
万
円
に
も
な
り
、
市
財
政
を

圧
迫
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
中
心
市
街
地

の
大
型
開
発
の
呼
び
水
と
も
な
る
も
の
で
す
。

　

保
健
所
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感

染
症
対
策
や
食
中
毒
の
検
査
、
水
質
や
大
気

な
ど
公
衆
衛
生
に
関
わ
っ
て
住
民
の
命
や
安

全
を
守
る
う
え
で
大
切
な
施
設
で
す
。

　

12
月
議
会
に
、
東
京
都
か
ら
町
田
市
に
保

健
所
を
移
管
す
る
関
連
条
例
が
提
出
さ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
墓
地
経
営
や
興
行
場
（
映

画
館
な
ど
）
の
許
認
可
も
含
ま
れ
、
ま
ち
づ

く
り
の
役
割
も
持
ち
ま
す
。
町
田
市
に
移
管

し
た
保
健
所
を
活
用
し
て
、
き
め
細
や
か
な

保
健
サ
ー
ビ
ス
で
、
医
療
や
福
祉
の
充
実
に

役
立
つ
よ
う
、
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　これまでは、町田市議会議員の報酬は、当選した時や職
を離れた時の当月分が全額支給されていました。見直しを
求める市民の要望に応え、まちだ新世紀・みんなと日本共
産党は、昨年６月議会に、任期満了時等の議員報酬を“日
割”制に改正する「町田市議会議員の議員報酬及び費用弁
償等に関する条例の一部を改正する条例」を共同提出（の
ちに自由 民主を加え３会派に）。審議の結果、１２月議会
で日本共産党、新世紀、自由 民主、公明党、志政クラブ
の一部の賛成多数で可決されました。

　
「
鶴
川
地
域
に
図
書
館
が
ほ
し
い
！
」

―
―

１
月
21
日
、
鶴
川
地
域
の
み
な
さ

ん
や
日
本
共
産
党
が
強
く
求
め
て
き
た

（
仮
称
）
鶴
川
駅
前
公
共
施
設
の
新
築
工

事
着
工
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
に
は
、
蔵
書
数
が
９
万
冊

の
図
書
館
、定
員
３
０
０
人
の
音
楽
ホ
ー

ル
、
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、
会
議
室
や
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
ル
ー
ム
、
証
明
書
の
発
行

な
ど
が
で
き
る
行
政
窓
口
、
市
民
活
動

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
入
る
計
画
で
す
。

　

工
事
は
、
２
０
１
１
年
１
月
か
ら
２

０
１
２
年
５
月
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
２
０
１
２
年
６

月
に
行
政
窓
口
と
会
議
室
を
プ
レ
オ
ー

プ
ン
、
９
月

に
図
書
館
や

音
楽
ホ
ー
ル

な
ど
全
館
フ

ル
オ
ー
プ
ン

と
な
り
ま
す
。

１
町
田
市
が
保
健
所
政
令
市
に

　

12
月
市
議
会
で
は
、
学
生
か
ら
提
出

さ
れ
た
「
学
業
と
両
立
で
き
る
就
職
活

動
の
実
効
性
あ
る
ル
ー
ル
づ
く
り
を
求

め
る
意
見
書
」
と
、
市
内
Ｕ
Ｒ
団
地
自

治
会
が
共
同
提
出
し
た
「
Ｕ
Ｒ
賃
貸
住

宅
を
公
共
住
宅
と
し
て
継
続
・
発
展
さ

せ
、
居
住
者
の
居
住
安
定
策
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書
」
が
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
党
提
出

の
「
介
護
保
険
の
給
付
削
減
、
負
担
増

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」

も
、
賛
成
多
数
（
反
対
は
、
ま
ち
だ
新

世
紀
・
み
ん
な
）
で
可
決
し
ま
し
た
。

「
超
氷
河
期
」
に
喘
ぐ
若
者
が
請
願
提
出

大
学
生
の
就
職
内
定
率
68
・
８
％

本体工事費は123億 4千万円
に

鶴
川
駅
前
公
共
施
設
着
工

図
書
館
・
音
楽
ホ
ー
ル
な
ど

改選時等の議員報酬が“日割”に改正
──新世紀、自由 民主、共産党の共同提案で可決


